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障害
しょうがい

を理由
りゆ う

とする差別
さべ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

施行令
しこうれい

 

（平成
へいせい

二十八
にじゅうはち

年
ねん

政令第
せいれいだい

三十二
さんじゅうに

号
ごう

） 

最終
さいしゅう

改正
かいせい

：令和
れ い わ

四年
よ ね ん

政令
せいれい

第二百十八号
だいにひゃくじゅうはちごう

 

 内閣
ないかく

は、障害
しょうがい

を理由
りゆ う

とする差別
さべ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

二十五年
にじゅうごねん

法律
ほうりつ

第六十五号
だいろくじゅうごごう

）

第二条
だいにじょう

第四号
だいよんごう

ニ及
およ

びホ並
なら

びに第五号
だいごごう

ロ、第二十二条
だいにじゅうにじょう

並
なら

びに第二十三条
だいにじゅうさんじょう

の規定
きて い

に基
もと

づき、こ

の政令
せいれい

を制定
せいてい

する。 

 （法
ほう

第二条
だいにじょう

第四号
だいよんごう

ニ及
およ

びホの政令
せいれい

で定
さだ

める機関
きか ん

） 

第一条
だいいちじょう

 障害
しょうがい

を理由
りゆ う

とする差別
さべ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（以下
い か

「法
ほう

」という。）第二条
だいにじょう

第四号
だいよんごう

ニの政令
せいれい

で定
さだ

める特別
とくべつ

の機関
きか ん

は、警察庁
けいさつちょう

とする。 

２ 法
ほう

第二条
だいにじょう

第四号
だいよんごう

ホの政令
せいれい

で定
さだ

める特別
とくべつ

の機関
きか ん

は、検察庁
けんさつちょう

とする。 

 （法
ほう

第二条
だいにじょう

第五号
だいごごう

ロの政令
せいれい

で定
さだ

める法人
ほうじん

） 

第二条
だいにじょう

 法
ほう

第二条
だいにじょう

第五号
だいごごう

ロの政令
せいれい

で定
さだ

める法人
ほうじん

は、沖縄
おきなわ

科学
かが く

技術
ぎじゅつ

大学院
だいがくいん

大学
だいがく

学園
がくえん

、沖縄
おきなわ

振興
しんこう

開発
かいはつ

金融
きんゆう

公庫
こう こ

、外国人
がいこくじん

技能
ぎの う

実習
じっしゅう

機構
きこ う

、株式
かぶしき

会社
がいしゃ

国際
こくさい

協力
きょうりょく

銀行
ぎんこう

、株式
かぶしき

会社
がいしゃ

日本
にほ ん

政策
せいさく

金融
きんゆう

公庫
こう こ

、

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

日本
にほ ん

貿易
ぼうえき

保険
ほけ ん

、原子力
げんしりょく

損害
そんがい

賠償
ばいしょう

・廃
はい

炉
ろ

等
とう

支援
しえ ん

機構
きこ う

、国立
こくりつ

大学
だいがく

法人
ほうじん

、大学
だいがく

共同
きょうどう

利用
りよ う

機関
きか ん

法人
ほうじん

、日本
にほ ん

銀行
ぎんこう

、日本
にほ ん

司法
しほ う

支援
しえ ん

センター、日本
にほ ん

私立
しり つ

学校
がっこう

振興
しんこう

・共済
きょうさい

事業団
じぎょうだん

、日本
にほ ん

中央
ちゅうおう

競馬会
けいばかい

、日本
にほ ん

年金
ねんきん

機構
きこ う

、農水
のうすい

産業
さんぎょう

協同
きょうどう

組合
くみあい

貯金
ちょきん

保険
ほけ ん

機構
きこ う

、福島
ふくしま

国際
こくさい

研究
けんきゅう

教育
きょういく

機構
きこ う

、放送
ほうそう

大学
だいがく

学園
がくえん

及
およ

び預金
よき ん

保険
ほけ ん

機構
きこ う

とする。 

 （地方
ちほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

の長
ちょう

等
とう

が処理
しょ り

する事務
じ む

） 

第三条
だいさんじょう

 法
ほう

第十二条
だいじゅうにじょう

に規定
きて い

する主務
しゅ む

大臣
だいじん

の権限
けんげん

に属
ぞく

する事務
じ む

は、事
じ

業者
ぎょうしゃ

が行
おこな

う事業
じぎょう

であっ

て当該
とうがい

主務
しゅ む

大臣
だいじん

が所管
しょかん

するものについての報告
ほうこく

の徴収
ちょうしゅう

、検査
けん さ

、勧告
かんこく

その他
た

の監督
かんとく

に係
かか

る

権限
けんげん

に属
ぞく

する事務
じ む

の全部
ぜん ぶ

又
また

は一部
いち ぶ

が他
た

の法令
ほうれい

の規定
きて い

により地方
ちほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

の長
ちょう

その他
た

の

執行
しっこう

機関
きか ん

（以下
い か

この条
じょう

において「地方
ちほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

の長
ちょう

等
とう

」という。）が行
おこな

うこととされてい

るときは、当該
とうがい

地方
ちほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

の長
ちょう

等
とう

が行
おこな

うこととする。ただし、障害
しょうがい

を理由
りゆ う

とする差別
さべ つ

の解消
かいしょう

に適正
てきせい

かつ効率的
こうりつてき

に対処
たいしょ

するため特
とく

に必要
ひつよう

があると認
みと

めるときは、主務
しゅ む

大臣
だいじん

が自
みずか

らその事務
じ む

を行
おこな

うことを妨
さまた

げない。 

 （権限
けんげん

の委任
いに ん

） 

第四条
だいよんじょう

 主務
しゅ む

大臣
だいじん

は、内閣府
ないかくふ

設置法
せっちほう

（平成
へいせい

十一年
じゅういちねん

法律
ほうりつ

第八十九号
だいはちじゅうきゅうごう

）第四十九条
だいよんじゅうきゅうじょう

第一項
だいいっこう

の庁
ちょう
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の長
ちょう

、国家
こっ か

行政
ぎょうせい

組織法
そしきほう

（昭和
しょうわ

二十三年
にじゅうさんねん

法律
ほうりつ

第百二十号
だいひゃくにじゅうごう

）第三条
だいさんじょう

第二項
だいにこう

の庁
ちょう

の長
ちょう

又
また

は警察庁
けいさつちょう

長官
ちょうかん

に、法
ほう

第十一条
だいじゅういちじょう

及
およ

び第十二条
だいじゅうにじょう

に規定
きて い

する権限
けんげん

のうちその所掌
しょしょう

に係
かか

るものを委任
いに ん

する

ことができる。 

２ 主務
しゅ む

大臣
だいじん

（前項
ぜんこう

の規定
きて い

によりその権限
けんげん

が内閣府
ないかくふ

設置法
せっちほう

第四十九条
だいよんじゅうきゅうじょう

第一項
だいいっこう

の庁
ちょう

の長
ちょう

又
また

は

国家
こっ か

行政
ぎょうせい

組織法
そしきほう

第三条
だいさんじょう

第二項
だいにこう

の庁
ちょう

の長
ちょう

に委任
いに ん

された場合
ばあ い

にあっては、その庁
ちょう

の長
ちょう

）は、

内閣府
ないかくふ

設置法
せっちほう

第十七条
だいじゅうななじょう

若
も

しくは第五十三条
だいごじゅうさんじょう

の官房
かんぼう

、局
きょく

若
も

しくは部
ぶ

の長
ちょう

、同法
どうほう

第十七条
だいじゅうななじょう

第一項
だいいっこう

若
も

しくは第六十二条
だいろくじゅうにじょう

第一項
だいいっこう

若
も

しくは第二項
だいにこう

の職
しょく

若
も

しくは同法
どうほう

第四十三条
だいよんじゅうさんじょう

若
も

しく

は第五十七条
だいごじゅうななじょう

の地方支分
ちほ う し ぶ ん

部局
ぶきょく

の長
ちょう

、デジタル庁
ちょう

設置法
せっちほう

（令和
れい わ

三年
さんねん

法律
ほうりつ

第三十六号
だいさんじゅうろくごう

）

第十三条
だいじゅうさんじょう

第一項
だいいちこう

の 職
しょく

又
また

は国家
こっ か

行政
ぎょうせい

組織法
そしきほう

第七条
だいななじょう

の官房
かんぼう

、局
きょく

若
も

しくは部
ぶ

の長
ちょう

、同法
どうほう

第九条
だいきゅうじょう

の地方支分
ちほ う し ぶ ん

部局
ぶきょく

の長
ちょう

若
も

しくは同法
どうほう

第二十条
だいにじゅうじょう

第一項
だいいっこう

若
も

しくは第二項
だいにこう

の職
しょく

に、法
ほう

第十二条
だいじゅうにじょう

に規定
きて い

する権限
けんげん

のうちその所掌
しょしょう

に係
かか

るものを委任
いに ん

することができる。 

３ 警察庁
けいさつちょう

長官
ちょうかん

は、警察法
けいさつほう

（昭和
しょうわ

二十九年
にじゅうきゅうねん

法律
ほうりつ

第百六十二号
だいひゃくろくじゅうにごう

）第十九条
だいじゅうきゅうじょう

第一項
だいいっこう

の長官
ちょうかん

官房
かんぼう

若
も

しくは局
きょく

、同条
どうじょう

第二項
だいにこう

の部
ぶ

又
また

は同法
どうほう

第三十条
だいさんじゅうじょう

第一項
だいいっこう

の地方
ちほ う

機関
きか ん

の長
ちょう

に、第一項
だいいっこう

の規定
きて い

により委任
いに ん

された法
ほう

第十二条
だいじゅうにじょう

に規定
きて い

する権限
けんげん

を委任
いに ん

することができる。 

４ 金融庁
きんゆうちょう

長官
ちょうかん

は、事
じ

業者
ぎょうしゃ

の事務所
じ む し ょ

又
また

は事業所
じぎょうしょ

の所在地
しょざいち

を管轄
かんかつ

する財務
ざい む

局長
きょくちょう

（当該
とうがい

所在地
しょざいち

が福岡
ふくおか

財務
ざい む

支局
しきょく

の管轄
かんかつ

区
く

域内
いきない

にある場合
ばあ い

にあっては、福岡
ふくおか

財
ざい

務
む

支局長
しきょくちょう

）に、第一項
だいいっこう

の規定
きて い

により委任
いに ん

された法
ほう

第十二条
だいじゅうにじょう

に規定
きて い

する権限
けんげん

を委任
いに ん

することができる。 

５ 主務
しゅ む

大臣
だいじん

、内閣府
ないかくふ

設置法
せっちほう

第四十九条
だいよんじゅうきゅうじょう

第一項
だいいっこう

の庁
ちょう

の長
ちょう

、国家
こっ か

行政
ぎょうせい

組織法
そしきほう

第三条
だいさんじょう

第二項
だいにこう

の

庁
ちょう

の長
ちょう

又
また

は警察庁
けいさつちょう

長官
ちょうかん

は、前各項
ぜんかくこう

の規定
きて い

により権限
けんげん

を委任
いに ん

しようとするときは、委任
いに ん

を

受
う

ける職員
しょくいん

の官職
かんしょく

、委任
いに ん

する権限
けんげん

及
およ

び委任
いに ん

の効力
こうりょく

の発生
はっせい

する日
ひ

を公示
こう じ

しなければならな

い。 

   附
ふ

 則
そく

 

 （施行
しこ う

期日
きじ つ

） 

第一条
だいいちじょう

 この政令
せいれい

は、平成
へいせい

二十八年
にじゅうはちねん

四月
しが つ

一日
ついたち

から施行
しこ う

する。 

 （公益
こうえき

通報者
つうほうしゃ

保護法
ほ ご ほ う

別表
べっぴょう

第八号
だいはちごう

の法律
ほうりつ

を定
さだ

める政令
せいれい

の一部
いち ぶ

改正
かいせい

） 

第二条
だいにじょう

 公益
こうえき

通報者
つうほうしゃ

保護法
ほ ご ほ う

別表
べっぴょう

第八号
だいはちごう

の法律
ほうりつ

を定
さだ

める政令
せいれい

（平成
へいせい

十七年
じゅうななねん

政令
せいれい

第百四十六号
だいひゃくよんじゅうろくごう

）

の一部
いち ぶ

を次
つぎ

のように改正
かいせい

する。 
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  第四百三十六号
だいよんひゃくさんじゅうろくごう

の二
に

を第四百三十六号
だいよんひゃくさんじゅうろくごう

の三
さん

とし、第四百三十六号
だいよんひゃくさんじゅうろくごう

の次
つぎ

に次
つぎ

の一号
いちごう

を加
くわ

える。 

  四百三十六
よんひゃくさんじゅうろく

の二
に

 障害
しょうがい

を理由
りゆ う

とする差別
さべ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

二十五年
にじゅうごねん

法律
ほうりつ

第六十五号
だいろくじゅうごごう

） 

 （内閣府
ないかくふ

本府
ほん ふ

組織令
そしきれい

の一部
いち ぶ

改正
かいせい

） 

第三条
だいさんじょう

 内閣府
ないかくふ

本府
ほん ふ

組織令
そしきれい

（平成
へいせい

十二年
じゅうにねん

政令
せいれい

第二百四十五号
だいにひゃくよんじゅうごごう

）の一部
いち ぶ

を次
つぎ

のように改正
かいせい

す

る。 

  第三条
だいさんじょう

第三号
だいさんごう

中
ちゅう

(53)を(54)とし、(47)から(52)までを(48)から(53)までとし、(46)の

次
つぎ

に次
つぎ

のように加
くわ

える。 

   (47) 障害
しょうがい

を理由
りゆ う

とする差別
さべ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する基本
きほ ん

方針
ほうしん

（障害
しょうがい

を理由
りゆ う

とする

差別
さべ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

二十五年
にじゅうごねん

法律
ほうりつ

第六十五号
だいろくじゅうごごう

）第六条
だいろくじょう

第一項
だいいっこう

に

規定
きて い

するものをいう。）の作成
さくせい

及
およ

び推進
すいしん

に関
かん

すること。 

 （復興庁
ふっこうちょう

組織令
そしきれい

の一部
いち ぶ

改正
かいせい

） 

第四条
だいよんじょう

 復興庁
ふっこうちょう

組織令
そしきれい

（平成
へいせい

二十四年
にじゅうよねん

政令
せいれい

第二十二号
だいにじゅうにごう

）の一部
いち ぶ

を次
つぎ

のように改正
かいせい

する。 

  附則
ふそ く

第七条
だいななじょう

第一項
だいいっこう

の表
ひょう

に次
つぎ

のように加
くわ

える。 

障害
しょうがい

を理由
りゆ う

とする

差別
さべ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に 関
かん

す る 法律
ほうりつ

施行令
しこうれい

（ 平成
へいせい

二十八年
にじゅうはちねん

政令第
せいれいだい

三十二
さんじゅうに

号
ごう

） 

第四条
だいよんじょう

第二項
だいにこう

 第五十七条
だいごじゅうななじょう

の 地方支分
ちほ う し ぶ ん

部局
ぶきょく

の長
ちょう

 

第五十七条
だいごじゅうななじょう

の地方支分
ちほ う し ぶ ん

部局
ぶきょく

の

長
ちょう

、 復興庁
ふっこうちょう

設置法
せっちほう

（ 平成
へいせい

二十三年
にじゅうさんねん

法律
ほうりつ

第百二十五号
だいひゃくにじゅうごごう

）

第十二条
だいじゅうにじょう

第一項
だいいっこう

の職
しょく

若
も

しくは

同法
どうほう

第十七条
だいじゅうななじょう

第一項
だいいっこう

の 地方
ちほ う

機関
きか ん

の長
ちょう

 

   附
ふ

 則
そく

 （平成
へいせい

二十八年
にじゅうはちねん

政令
せいれい

第三百六十一号
だいさんびゃくろくじゅういちごう

） 

 この政令
せいれい

は、公布
こう ふ

の日
ひ

から施行
しこ う

する。 

   附
ふ

 則
そく

 （平成
へいせい

二十九年
にじゅうきゅうねん

政令
せいれい

第四号
だいよんごう

） 

 この政令
せいれい

は、平成
へいせい

二十九年
にじゅうきゅうねん

四月
しが つ

一日
ついたち

から施行
しこ う

する。ただし、第二十三条
だいにじゅうさんじょう

及
およ

び第二十六条
だいにじゅうろくじょう

の規定
きて い

は、公布
こう ふ

の日
ひ

から施行
しこ う

する。 
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   附
ふ

 則
そく

 （令和
れい わ

三年
さんねん

政令
せいれい

第百九十五号
だいひゃくきゅうじゅうごごう

） 抄
しょう

 

 （施行
しこ う

期日
きじ つ

） 

１ この政令
せいれい

は、令和
れい わ

三年
さんねん

九月
くが つ

一日
ついたち

から施行
しこ う

する。 

附
ふ

 則
そく

 （令和
れい わ

四年
よね ん

政令
せいれい

第二百十八号
だいにひゃくじゅうはちごう

）  

この政令
せいれい

は、福島
ふくしま

復興
ふっこう

再生
さいせい

特別
とくべつ

措置法
そ ち ほ う

の一部
いち ぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

の施行
しこ う

の日
ひ

（令和
れい わ

四年
よね ん

六月
ろくがつ

十七日
じゅうななにち

）から施行
しこ う

する。 

 


